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第2 1 4号　　　　毎月1日･ 15日発行(第3種郵便物認可)

･r継.くけ叫う)令.　　　　昭和63年10馴5日土曜日
(2)

な　世　丁-　れ　ま　戦　世　つ　変　引　ば　な　の　中　軍　ラ　軍　さ　あ　　　　　　ら　世　と　い　政　敵　中　が　し　五　て　よ　ス　が　健　の　大　典　掲F
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て､団-1.I,

い　さ　の

る　ま　多..I
o　ざ　く

中　ま　が

匹l存　間　に　続　会　手口　　ず　こ　~が

垂雲量塵･萱蓋墓室罵藁垂

､そ　類　し　で　教

さ　名
れ一利
る　の

時　た
.代　め
も　に

の　後　が　の　う　れ　大　平　　　め･こ

需和は莱類栄達の課
-凶を禁ずる払子のつ･とめ
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ぶ教　異　他　摘　過和　の　な　が　で
の　教　で　の　さ　ぎ　の　た　が　特　も

は　団　あ　教　れ　な　二　め　ら　に　創

鷺　が　る　団　て　い　字　に　､熱　佃i
き　こ　o　に　い　こ　を　固　い　心　学

で　れ　い　あ　る　と　利　達　ず　で　会

あ　ほ　ず　つ　通　は　用　を　れ　あ　等

り　ど　れ~て･り　､し　利　も　る　の

畠莞墓春雲孟夏望喜藁葺
な　は　う.え　現　否　掲　　で　現　よ　は　し　辛危
錯す　な　れ実定　げだ　あ　実　る-な　て　う　機∴
覚　べ　､ば　を-す　た　か　る　を　と　く　一平　じ　に,
を　て　平　平　忘　る　平.ら､ o　見　こ　､手口　て　さ
し　正　幸口　和　れ　も　和　と~　　れ　ろ　米　運　回　ら
て　し　を　が　､の　運　い　　ぼ　で　ソ　動一　遅　さ
は　い　口　や　口　で　動　つ　　理　あ　の　に　で　れ

な　と一に　つ　に　は　の　て　　解　っ-力　よ.き　な
ら　い　す　て　平　な　す　､　`で　た　の　る　た　が
な　う　る　来　手口　い　べ　理　　き　と　均　も　の　ら

い　よ　も　る　を　が　て　想二　　　る　い　衛　の　は　も

と　う　の　よ　唱　､を　を　　　の　う　に　で　決: ､
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[>今号の報道欄では､過

日開催された全国教師講

習会のもようを紹介しま

…　したo創価学会問題につ

;いて講演を行ったジャー
;ナリスト･溝口敦さん
カで､日召手口47年に世に問う

蘭嚢至芸嚢壷蔓書芸毒.諦け心てとま請い如紺折
鳥蓋寧襲撃香≡蓋曇等望義警巨葺撃悪
:でな御りて感慈人､学し等案､　　　　　　　､に.oだ信しるし　　をつくのお自

喜　た『平坦田大作　権力者の:
l                                          l

: '構造』は､ざ也田大作さん:
l　　　‥　~　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

を実証的に批判すること
で創価学会問題の本質に

迫った､同問題の教科書
ともいうべき一書です｡

ちなみに､溝口さんには
『血と抗争･山口組ドキ
ュメント』なるコワそう

:な著書もあります｡

【>新年号の企画がほぼ決

まりました｡ 16頁の増大一

号で､発行を山の頂点に
たとえれば､やっと裾野
を歩きはじめたばかり｡

月2回干Uという制約があ

り､即事馴生という点では
:一歩後れをとる｢継命｣
l

:ですが､やはり新聞は新
l

;聞J企画は絶えず｢変更｣
:の風雨にさらされていま
;すので､内容はもちろん
;あとのお楽しみ｡ともか
;く仕事をします｡
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｢　′るうとがう正に態法退　　あ
いいのと勝むに信か度､をし御り
まつでし宇ずなのえで信が書ま
さだすなにかり徒　つ良奉ちのす
ら　つ　0か決二しまでていすで勉　o

筆等　畠慧忘tLs琵蔓等裏革買

警嚢.蔓蓋軍書妻重義裏妻蓋-
幸び参々　回　　し恥いい聖う大わ
いしカロ｣　､今たしかわ人と聖か
みく者と御､ .oく　｣れのす入り

墓雪空等嘉驚.嘉島言絵孟宗三
し時だて強ち　　れお仕をらえな

壷蓄曇喜至芸蓋蓋莞撃…辱…
しま人て法で　　いきいての理い
合す数お悦は　　を､でい人解う
うがで　りの月　　し私.はるはし人
よ､さ, ､日-　　まはなと大よは

と　　かたくでて友まも　　い矢口'思友ら人､･･信一い人す-折さき識

つ人で間ま仰まに　o伏てたを
てにすのたをし話以し　ヽい深
信変･_0.よ信もたす前た私とめ
'ーJbに　　う仰　つ　0のはいは思､

_　の思　　にすて今を　ヽ　と現　つ信
.話わ′　いるいの耳か信思在て.'♭
なれ　　う入る若か心う､おを
どた　　人を人いしの友どり確
をく　　が変は人く　こ人うま立
Llな　　多わ少の思とがしすし
たい　　い　っな中　っをいて　oて

つににかに`､ながてまし友こ
てもし.れ-私.く､しだず人と
い書て､度のてそま勉つをが
ま物い毎､所はのう強話折な
すなま月青属とたこ不を状かoどす必年す思びと足しし　っ
-pを　〇･ず部るいにもでてたた

読ま参のおまもた､い-い私'みた加勉寺す　つび詰まとは

たそす強で　oとたにす思､

蓋安芸盃冨∴撃誓毒遠望烹

雷誉讐蓋や孟是　々奉還要害畠言墓痘｢品胃至畠言責等き
ヽ■-

oとことはと確の

考と思大い立目
えがい変う　と標､信■まで二､は

こ.つい々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頑仰す､つ友､

の･よてと張のo長で人自
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全い折
役て伏
員｣　状
会の況
等支に

座とた折　　-の伏訓と
談り月伏各途まかとも｢
会くに目地のま　ら､に講
にん全標区修に｣　｢無法
皆で力数長行､と法問を
がいをにがで我の華地責
師まあ向出あーが師講獄め
匠すげ　つし　り支匠の｣ざ
の　oててたま部の信とれ
お折折′残今すは御心のば
供伏伏さ年o涙京浜塑造
をやにれの-

で研　■体:と力よ
月盛修までのすり　福

讐歪書雪雲籍.至雫仏岡
等濯翌誓言芳妄栄吉雷

慧瀞毒筆曇等皆
曜す合.回
目　?同の

月　匠
未と
に共
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翌二
月　時
の問
才子の
事唱
日産
程r講
及と 西村　健

大の人談川三おl

菱撃慧豪華室警二…
F弓

師のち婦座田十:

行全部の人がのな　　し命与に二　.で三でi

謂墨壷璽董書芸毒等警喜芸童琵琶蓋墨書o折ろ､積てべの､いに重法を辺せて会!

誓言葉栗穿て禦驚喜謡至芸讐離蓋等…
修､支生が我難今　o認使にる立

と会　　えや会高もでこ会ら
面お香に運ま､の･ににあとをれ
識寺ん対転し正非尊､る､脱ま
もにです宇一たし宗い日　こ妙会し
な参いるは　oい教こ蓮と海した

澤等蔓蓋墓室萱嚢嚢蓋
●

;に部せは張待　　　　　･

服喜蓋棄茎等愚

妻誓蓋蓋蛮藁葺垂碧…
･　0分集寄を主お　　　　･
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貴書誓書竃善書重患**凍
なロとわいろさドし　　よのい和感のを少.す聞▽
つブもさ人にれをてにうあてとの是迎な　oや天
かl ､れ間は､･打いも　oたはい継非えく戦テ皇

垂鰭蔓を重要至芸蓋'墓室襲撃萎墓塵墨壷芸
たが-勤京れて▽で劇あすの.利ざl　権余もてしル▽ん(

童塵嚢雲寧套萱撃離董蓋宣誓凄要撃撃蓋∴.o墨
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び

観で人ず退劇始め､えまど日が.富
客あ聞かの場~して次たすに本柊　　か
もれのしあ･〃　た早の人　oゲ代了　　も

空合菩天遥業苦e一重芸霊室蓋慧言責肇垂警言葉妄誓

第2弓単好評発売中(残部

僅少)｡創価学会の非宗教
; ▲

的な実態を数々の写真でづ

づり､その病める体質をあ

ぱく｡お申し込みは〒101

千代田区西神田3-1 -3

矢島ビル2F　継命新聞裡

事務部(TEL()3-234-41 4

05)へ｡
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